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六甲台就職相談センターＮＯＷ   

凌霜会誌４２７号（２０２０年１０月） 

 

―内定への道― 

 

昭４８ 営 浅 田 恭 正 

 

 学生たちは初めての経験である就職活動に挑んで、内定を目指して進んでいきます。就職活動のゴー

ルである「内定」という切符を手にするために、１年以上の期間をかけて一人ひとりが考え抜いて就職活

動を進めていくのです。 

 六甲台就職相談センターには毎年、延べ２、０００人以上、実数では約７００人の学生が相談に訪れま

す。１～２回訪問するだけの学生がいる一方で、中には１０回、２０回と訪問を重ねる学生もいます。 

振り返ってみると、当センターへの訪問・相談を何度も重ねてきた学生の多くは内定まで到達している

ことがわかってきます。 

それでは、どうしてそのような学生が内定を取ることができているのでしょう。その理由は以下の３点

にあると考えます。 

 まず第一には、センターに何度も足を運ぼうとする学生はそもそも行動力と考える素養を持っている

学生が多いと思います。 

しかし、そんな学生も最初にセンターに足を踏み入れるのは躊躇するようです。年配の企業ＯＢの相談

員に対してどのように接したらよいか不安をもってセンターのドアを開けます。でも、その最初の一歩

を踏み出せるかどうかがそのあとの大きな分かれ目になっていくのです。 

最初は戸惑いもあった学生ですが、相談を重ねるにつれて、何もわからない就職活動に向かってどのよ

うに行動したらよいかを探るために、相談員の懐に飛び込んで、悩みや思いをぶつけていきます。そして

相談員から何かを引き出してやろうという意思と前向きな姿勢を持つようになってきます。 

何度か相談・アドバイスを重ねてきた学生に対して、私は次回の訪問までに考えておくことの課題を与

えることがありますが、それに対してもしっかりと答えをもって再訪問するようになってきます。そし

てその答えに対してさらに掘り下げた議論をしていくことでさらなる成長が見えてきます。 

 このように年の離れた相談員にアドバイスをもらおうとアクションを起こそうとする学生は、本人は

気が付いていなくてもポテンシャルとして、自ら考え、行動していく力を持っている学生が多いのです。  

第二に、当センターの相談員によるアドバイスが役に立っています。 

最初は就活について何をどのように進めていったらよいかわからない学生に対して、相談員はこれま

での就職指導やビジネスマンとしての企業の経験をベースに、学生に寄り添いながら共に考え、相談に

乗っていきます。 

自己分析、企業研究からエントリーシートの作成、面接対応、内定後の企業選択等、そのプロセスごと

に具体的にアドバイスをしていきます。学生にとってすべてが初めての経験ですから、手前味噌ながら

相談員の具体的なアドバイスは役に立っているといえます。 

 そして最後に、就活に対する具体的なアドバイスだけでなく、相談員と話をすること自体が学生自身

を成長させていると考えます。 
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学生たちが普段、日常的に話をする相手の多くは友人です。少し広げたとしても両親や先生、あるいは

ゼミ、クラブ・サークルやアルバイト先の先輩です。当センターの相談員のような年の離れた企業経験の

ある者と話す機会はそう多くはありません。センターを訪ねてきてくれた学生が訪問の回を重ねてくる

と、私は具体的な就活相談だけではなく、雑談も交えてビジネス界や社会の話をしていきます。 

このように就職活動のやり方に直接関わらない話の中にも、これからの社会人として役に立つことが

多く含まれています。学生はこれらの話を聞くことで、これから踏み出そうとしている社会人としての

基本的な心構えや意識の確立が徐々にでき上っていって、面接を受ける段階まで進んだ時期には、最初

相談に来た彼等・彼女からは大きく成長しているのです。 

 内定を取るための勝負は面接です。就活の最後のステージである面接では、これまで多くの学生や社

員を見てきた企業の人事部の面接官が様々な角度から目の前の学生の人物評価をしていきます。そこに

は人を見て評価することに長けた面接官がいます。学生が自分を必要以上に大きく、良く見せようと思

ってもすぐに見抜かれてしまいます。したがって面接では「素の自分」で勝負するしかないのです。 

 それまでの就職活動を通して自分を磨いてきた学生は面接の中で成長した「素の自分」を見せること

ができ、そこを評価してもらえるわけです。「自信をもって自然体で」これが面接に臨む際の要諦です。 

 センターに何度も足を運んで相談員と話をする中で、具体的な就活の取り組みを学習し、ビジネスパ

ーソンとしての広い見識を学んでいき、もともと持っていたポテンシャルを大きく成長させてきた結果、

最後の面接において、そんな成長した自分を見せることができるのです。まさに自信をもって自然体で

臨めているわけです。 

これから就職活動を始めようと考えている学生諸君。六甲台就職相談センターにまずは立ち寄って、相

談員と雑談から始めていってください。そして何度も足を運んで相談員から多くのものを引き出してい

ってください。あなたのその勇気と継続力が「内定への道」に繋がっていくことになるのです。 

 


